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冒
闘
楓
歯
周
舗
開
U
回

昭
和
田
十
年
援
の

ま

昭
和
四
十
年
度
の
決
算
見
込
が
、
収

入
役
の
手
も
と
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
と
一
般
会
計
と
を
合
せ
て

歳
入
総
額
は
四
億
三
千
八
百
七
十
五
万

円
で
す
。
こ
れ
に
対
し
歳
出
は
総
額
四

億
一
千
九
百
七
十
七
万
二
千
円
で
、
差

引
一
千
八
百
九
十
七
万
八
千
円
の
黒
字

と
な
り
、
こ
の
残
金
は
昭
和
四
十
一
年

度
へ
繰
り
越
す
こ
と
i
な
り
ま
し
た
。

次
に
四
十
年
度
中
に
施
行
さ
れ
た
、

事
業
の
主
な
も
の
を
拾
っ
て
見
ま
す
と

建

設

事

業

補

助

工

事

ィ
、
漁
港
改
良
、
災
害
復
旧
事
業

十

四

件

二

O
、
0
0
0千
円

口
、
道
路
河
川
新
設
改
良
、
災
害
復
旧

十

二

件

一

八

、

O
四
五
千
円

ハ
、
地
方
改
善
対
策
事
業

f!'j:. 1J宝'tJ. 幸臆居室(毎月 1回発行)

町ヰ兎
88，208二十円

16 '10 

別比率表

昭和41年9月20日

交付元え
102，345千円

23 % 

項目

(ー〉

舟

般
J]]]:.. 

健

石

の

五

件

五

、

四

九

九

千

円

ニ
、
低
開
発
地
域
振
興
事
業

二

件

七

、

0
0
0千
円

ホ
、
診
療
所
新
築
事
業

二

件

豆

、

六

O
O千
円

へ
、
出
海
公
民
館

一
五
、
五
七

O
千
円

ト
、
簡
易
上
水
道
新
設
事
業

三

件

八

、

二

四

O
千
円

町

単

独

事

業

ィ
、
下
水
耕
水
関
係
事
業

十

二

件

て

五

九

三

千

円

口
、
道
路
、
橋
梁
改
良
事
業

二
十
六
件
二
、
七
九
三
千
円

で
漁
業
施
設
関
係
事
業

三

件

五

二

七

千

円

ニ
、
宅
地
防
災
関
係
事
業

三

件

コ

二

四

千

円

産
業
振
興
事
業

入歳

国革支出金

79，204千円

¥8 % 

発行所

愛媛県喜多郡

長浜町役場

印刷岸本印刷所 1 

8月の人口動態
世帯数 3.989 
総人口 15.987 
男 7.白3 女 8.354
出生 8 男 3 女 5
死亡 15 男 8 女 7
婚姻 5 離婚 o

8月ゐ面百盃吾~I
2日 社会福祉協議会 1 

4日 夏季大学開校 i 
乳児検診(今坊)

民生委員協議会 l 
海の祭典 l 
喜多郡大州市税務
研究会

1日県水産課打合会
農業構造改善事業
地区推進委員会

1日県水産課開設

区長会(出海〕
老人健康診査〔柴)
成人病検査い)

区長会〔今坊)

区長会(櫛生)

衛生スクーリシグ | 
区長会(大和)

喜多郡大洲市議員 | 
研彦会 i 
区長会(白i滝)

区長会(長浜) ，， 1 

老人健康診査(相生)I 
成人病検査 。)I 

々
増
え
て
い
ま
す
。

で
は
、
そ
の
予
防
法
は
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
、
フ
か
?

強
制
実
施
は
十
月
一
日

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法

原
付
自
転
車
も
対
象
に

い分 ロイ ニハロ〈

。君主 J四三町九一四点五千二塁補
円に 小十業出 業族十害業日七

( 企 八 施 平 件 施 件 養 九 応 件 構収J

Z要望善件言独要望件員長事
l亡、枠資良古害業策ー善砦
よ歳二言予 (苧回復一 七事九事宋
つ出、己託四含丑昔、!日、 、業、業

ての Od金五災宋一事五 三 ? 
御大 O千二害 三業四一 O
覧 ま O 円 O復二 O 七八
下か千)千旧 千千千千
さな円 円)円円円円

さもな多
れ内生忙現

晶たか活に代
7りらはな生
毒しも、つ活
iま心どてが
唱すをんき複
L 。痛なま雑
骨 め人しと
L たでたな
1 りも。り
晶、、 ζ

J か外のま
著 すかよた
よ 乱らう

L臓{本常精
?病のに神そ
L 、病多病の

そかを、、

い誘ま神
よ発た経心
うし、症の
なて心に病
ど、のか気
の高異か
病血常るつ
気圧か人ま
が、らがり

歩
み

全
財A

政
産業者

2210 

民生貴

100，843千円

24 j{;， 

自の戸口
敬老
9 月 1

出7議

役場費
議会費
4~646 千円

13% 

自
分
の
仕
事
に
、
は
り
あ
い
を
も
つ

こ
と
は
、
毎
日
の
生
活
の
犬
き
な
部
分

だ
け
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す

意
欲
を
も
づ
て
、
前
進
し
ま
し
ょ
う

0

4
寺、、鳥』

3
治
官

ι畑、、、、埼司、込持、
s
b
q、、主胎
W
H込山
Y

、白骨、、主時

na認可量的背負ふ叫す品問、、、、対)出荷、
B

光

口μ
口μ

口凶

F
内
A
V

円
，

a
n
u
u

20日
23日

24日

25日
26日

27日

29日
30日

10日

病

気

Lっ

か

は
健

兵叉，
/、

法

四

康

ケ

日

岩文育費

48，643千円
12 % 

、司頃'

t、障面

j. 

土木費
34，459千月

8% 

話
題
の
主
叶
義
終
君
(
上
老
松
、

松
山
商
業
高
校
三
年
)
は
、
今
年
の
夏

休
中
ア
ル
バ
イ
ト
で
得
た
報
酬
の
大
部

分
を
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に

役
立
て
L
欲
し
い
。
」
と
次
の
手
紙
を

添
え
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
せ

ら
れ
ま
し
た
。

(
前
略
)
同
封
致
し
ま
し
た
五
千
円

は
僅
か
な
金
額
で
す
が
、
私
が
こ
の
夏

休
中
に
出
石
寺
で
御
世
話
に
な
っ
た
う

え
謝
礼
と
し
て
頂
い
た
お
金
の
一
部
で

す
。
何
の
た
し
に
も
な
ら
ぬ
こ
と
L
は

思
い
ま
す
が
、
社
会
の
不
幸
な
人
達
を

少
し
で
も
幸
せ
に
す
る
た
め
に
使
っ
て

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
出
石
寺
へ
上
っ
て
最
初
の
う
ち

は
一
日
幾
ら
頂
い
て
、
何
目
す
れ
ば
幾

ら

に

な

る

、

な

ど

与

さ

も

し

い

そのイ也

すでてと木 よ人でにまだそ感子でれあ計
。もとを当私うのは金しろしぜ供居てる算
少の発のはで幸あ銭たうてず達ら来日を
な世見幸ーすせりは。か本 lことれら「し
くのし福生。をま欠こ.当は違るれ少て
な 中 た は け もすぐの のおっ中た年楽
るかい何ん たがこ復、幸らたに際ホし
様らとだ命 ら、と雑と福れ、も、|ん

ーに不思ろ勉 す物のな深とま何、楽ムで
うピ努幸いう強 もや出社〈はせか家し」い
警めなまかし のお来会考どん悩族そのま
帰る人すとて で金 なで えん でい づう 人し
者考が 0 い、 もだいのさなし表れに達た
)えーそう人 なけも生 L もた情の遊がが

で人しこの いがの活れの。をおん訪

{fIJ る来之 く を が へ 果 取 に 委てるず
を次こに進 本 な 感 わ 、 を 次 応 こ 員 いたみ行
ーにとくさ 町るじかあ本ぎじののま めま政
つ宮をいんで様たらつ人、て相設すにで管
御本お事が は に り な せ に 必 、 談 置 が、キ理
紹さす柄相 長 努 、 い ん 回 要 そ 委 が 、いメ庁
介ん L は談浜め不たす答にの員あそろ細で
しのめ遠員、ま利めるしよ苦はりのいかは
まメし慮で 東す益になたつ情住まーろに国
すモまなす新。を、どりてを民すつな行の
。かすく。地 家非し、は関か。に手き行

ら。相納の る常て関調係ら 行段わ政
相 談得宮 人な、係査機の 政を た を
談 さ の本 の 不事 機の 関相 相 構 ら す
事 れ出幹 無安情関結へ談 談じせろえ行

掃 でら程たにる A 調あ出月れ復
きこす本の 。 ー も さ ( 査 り し 三 る活私(政
れのか年期し件のん調しまま十としは長官ー
ま様ら末間 か 書 と は 査 て せ し 日 のた旧浜相
しに今頃をし類認旧の下んたにこた草間丁 -.r.

たし暫に 要裁をめ軍結さ。が申とめ人 A 談
。てくは す定患、人果いど、請で、等さー

A お裁 るま給本恩因。う末書、軍のん斐
さ待定とで局年給答 なだ類昭人戦の
んち還のはへ三受) つにを手11恩地場員
の下知こ普送月給 て何町四給勤合
不さがと 通 付 二 資 肘の役十 が 務 )
安いあで八し十絡 る通場年支加
は。るすケまこが の知に十給算
ー 筈 か月し日あ かも提ーさが

頭

を

使

う

人

は

か

ら

だ

を

使

え

開

閉

六
月
二
十
九
日
に
、
自
動
車
損
害
賠

事
務
系
の
仕
事
一
を
す
る
人
や
頭
を
主
一{

一
償
保
障
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

っ
て
、
仕
事
を
す
る
人
は
、
運
動
を
し
一

一
は
、
近
年
、
原
動
機
付
自
転
車
に
よ
る

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

一
事
故
の
被
害
者
が
増
大
し
て
い
る
た
め

か
ら
だ
は
、
山
市
に
パ
ラ

γ
ス
の
と
れ
一

i

i

:

一
己
れ
ら
の
被
害
者
に
対
し
て
も
、
自
動

た
使
い
方
が
必
要
で
す
。
頭
も
か
ら
だ
一
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
と
同
様
の
保
護

の
一
部
な
の
で
す
か
ら
、
大
い
に
使
い
一

一
を
与
え
る
こ
と
な
ど
の
改
正
を
行
っ
た

ま

し

ょ

、

フ

。

一

、;一
v

も
の
で
、
そ
の
お
も
な
内
容
は
、
つ
ぎ

ま
た
逆
に
、
「
か
ら
だ
を
使
う
人
は
一

一
の
と
お
り
で
す
。

頭
を
使
え
」
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
一
一
、
原
動
機
付
自
転
車
が
新
し
く
保
障

レ

ジ

ャ

ー

を

有

効

に

一

法

の

対

象

に

加

え

ら

れ

ま

し

た

。

一
二
、
農
協
や
、
農
協
連
合
会
で
、
強
制

レ
ジ
ャ
ー
は
野
外
ス
ポ
ー
ツ
や
、
一

:
、
三
一
保
険
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
新
た

イ
キ
シ
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
ク
な
ど
、
体
一t

一
に
、
責
任
共
，
T

併
が
行
な
え
る
よ
う
に

育
的
な

ν
ク
レ
ー
ジ
ョ
ン
を
い
た
し
ま
一

一
な
り
ま
し
た
。

し

よ

う

。

一

三

、

七

月

一

日

か

ら

保

険

金

の

支

払

限

工
夫
す
れ
ば
、
お
金
も
か
か
ら
な
い
一

一
度
額
が
、
死
亡
の
場
合
、
百
万
円
か

で
楽
し
く
や
れ
る
は
ず
で
す
。
例
え
一

一
、
百
五
十
万
円
に
、
傷
害
の
場
合

ば
、
近
く
の
学
校
の
校
庭
、
を
借
り
て
、
一
三
十
万
円
か
ら
五
十
万
円
に
ひ
き
あ

町
内
の
ハ

V
1
ボ
ー
ル
大
会
ゃ
、
テ
ュ
一
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ス

大

会

な

ど

一

ま

た

、

後

遺

症

の

場

合

も

、

五

万

よ

い

趣

味

を

も

て

一

円

か

ら

、

百

万

円

ま

で

の

範

聞

が

、

音
楽
、
絵
画
、
園
芸
、
お
花
1
1
茶

一

一

の

の

れ

、

と

慮

。

一

い
け
花
、
文
士
一
日
曜
大
工
な
と
な
一
一
所
尚
一
一
円
白
地
円
J
U
一

ん
で
も
よ
い
の
で
す
o

よ
い
趣
味

-w一
刊
一
一
談
削
恥
で
沼
町
一
註
加
一
勺

っ
て
、
毎
日
を
楽
し
む
乙
と
が
大
?
一
一
相
午

3
F
局
を
ま
法
る
い
一

す

。

一

一

権

3
後
防
務
所
り
他
あ
お
〈

一

人

目

午

肖

法

淡

な

の

の

に

~

一
凡
又
設

3
ら
丘
町
方
相
に
そ
配
淡
一

一
町
村
開
明
か
匙
川
一
己
邑
い
叩
…

一

(

絵

と

る

家

で

な

…

活

用

し

ま

し

ょ

いつまでもお元気で 。

意

欲

を

も

っ

て

仕

事

せ

よ

あ

り

七
万
円
か
ら
百
五
十
万
円
の
純
開
に

ひ
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

四
、
耕
う
ん
機
が
保
障
の
対
象
か
ら
は

ず
さ
れ
ま
し
た

0

0

参

考

一
、
原
動
機
付
自
転
車
は
十
月
一
日

か
ら
、
強
制
保
険
を
つ
け
な
け
れ
ば
、

運
転
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

二
、
強
制
保
険
と
は

人
身
事
故
を
起
し
た
場
合
の
保
険
で
、

加
害
者
は
、
そ
の
支
払
っ
た
賠
償
金
に

つ
い
て
‘
死
亡
の
場
合
は
、
百
五
十
万

円
ま
で
、
傷
害
の
場
合
は
、
最
高
五
十

万
円
ま
で
保
険
金
を
請
求
で
き
ま
す
。

も
し
、
加
害
者
が
保
険
金
を
請
求
し

な
い
場
台
は
、
被
害
者
は
、
直
接
保
険

金
を
請
求
す
る
と
と
が
で
、
き
ま
す
。

三
、
ひ
き
逃
げ
事
故
や
、
保
険
に
入

っ
て
い
な
い
車
に
よ
る
事
故
の
場
合
も

十
月
一
日
か
ら
は
、
保
険
会
社
を
通
じ

て
、
政
府
に
、
保
障
金
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

分
吉
一
成
泊
中
一
一
宣
明
白

月
一
邦
一
毛
一
一
番
一

5

7

ケ

F
9
一
一
下
大
豊
一
一

2
一

一
口
主
演
一
号
マ
ガ
氾
沼
一
除
一
一
履
沿
一

一
番
)
一
番
一

-
f
H日
記
一

j

一
名
一
佐

一
話
除
一
一
所
男
吉
一
目
一
」
木
泊
一

一
時
一
名
一
樹
文
留
五
一
一
進
朝
一

献
追
一
氏
一
水
藤
永
一
一
氏
一
大
副
一

時

一

E
一
清
後
富
一
一
一

4
4
・
一
Z
-
4
0
J
O
/
一
一
ピ
ヨ
一
;

一戸
E
t
l
A
l
z
u
一
一
宇
E
一メ
u
F
E

つ
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第118号

と
し
の
目
標
額

一

一

一

十

七

万

一

千

円

「
赤
い
羽
根
」
共
同
募
金

、場酔

¥回世

ま

L すこ

Uま，1;三

よ

い

子

の

み

な

さ

ん

へ

リ

読

書

の

仕

方

に

つ

い

て

H

読
書

ν
l
ス
y

で

す

。

一

け

ま

せ

ん

。

毘
一
町
の
本
屋
さ
ん
に
は
、
新
し
い
木
が
一
さ
て
ど
ん
な
本
を
読
ん
だ
ら
い
い
か

幸
一
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。
一
と
い
う
と
と
に
な
り
ま
す
が
、
知
識
を

一
そ
こ
で
、
ど
う
い
う
本
を
選
ん
だ
ら
一
高
め
、
広
め
る
の
に
役
立
つ
本
と
い
う

昌
一
よ
い
か
、
ど
ん
な
読
み
方
を
す
れ
ば
よ
一
こ
と
が
芳
一
条
件
で
す
。
マ
ン
ガ
や
少

f
一
い
か
な
ど
、
亘
書
」
に
つ
い
て
考
え
一
年
少
女
雑
誌
も
、
い
ち
が
い
に
悪
い
と

一

て

み

ま

し

ょ

う

。

一

は

い

え

ま

せ

ん

。

一
お
と
な
の
人
が
、
よ
く
こ
ん
な
こ
と
一
木
は
、
落
ち
つ
い
て
、
最
後
ま
で
読

一

を

い

い

ま

す

ね

。

一

む

こ

と

が

大

切

で

す

が

、

そ

の

場

合

や

)
一
「
あ
あ
、
子
ど
も
の
頃
、
も
う
少
し
一
は
り
、
計
画
的
に
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

戸

汀

一

一

E
一
本
を
読
ん
で
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
。
一
の
本
を
、
読
む
こ
と
が
望
ま
し
い
わ
け

佐
一
そ
の
理
由
が
お
わ
か
り
で
す
か
。
一
で
す

o

l
一
社
会
人
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
行
動
一
ま
た
、
必
要
な
と
こ
ろ
は
、
メ
モ
を

冴
一
的
な
仕
事
が
多
く
な
り
す

F
て
、
じ
っ
一
と
っ
て
お
く
の
も
、
あ
と
で
い
い
勉
強

υ一
く
り
木
を
読
む
機
会
が
、
な
く
な
る
の
一
に
な
り
ま
す
。

一

で

す

。

一

件

の

よ

い

友

だ

ち

何

人

か

で

、

読

書

岨
一
ま
た
、
子
ど
も
の
頃
に
読
む
ほ
う
が
一
会
を
開
い
て
、
読
ん
だ
本
に
つ
い
て
感

z
一
一
践
の
中
に
よ
く
入
っ
て
記
憶
力
も
た
し
一
想
や
、
意
見
守
}
発
表
し
合
う
こ
と
な
ど

明

一

か

な

の

で

す

。

一

は

、

さ

ら

に

有

意

義

な

こ

と

で

す

。

年
一
お
と
な
に
な
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
よ
一

l
ト
i
1
1
1
i
l
-
-
i
i
j
e

盟

〈

勉

強

し

た

り

、

木

を

読

ん

だ

り

し

て

一

明

る

い

町

側

和
一
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
と
う
一

弔

一

一

文

書

課

で

は

、

有

線

放

送

で

、

町

議

E
一
い
う
人
は
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
習
慣

一

一

会

が

関

か

れ

る

そ

の

都

度

、

「

町

議

会

一
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
大
変
い
い
習
一

一

一

の

録

音

放

送

」

を

し

て

い

ま

す

が

、

聴

コ

一

慣

で

す

ね

。

一

取

率

は

い

た

っ

て

高

く

、

町

政

に

対

す

(
一
い
ろ
ん
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
と
と
一
る
関
心
の
度
合
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た

一
が
大
切
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
ゃ
↑
あ
る
町
民
の
方
は
、

一
は
り
木
を
た
く
さ
ん
読
ま
な
く
て
は
い
一
「
議
会
傍
聴
に
行
っ
た
の
と
全
く
同

?主

?
 

も

)

キ

f

f

と
ん
ぼ
が
見
送
る
赤
い
羽
根

と
ん
ぼ
も
秋
の
赤
と
ん
ぼ
:
・

ま
い
年
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
開
始
さ
れ

ま
す
。今

年
の
当
町
の
募
金
目
標
額
は
三
十

七
万
一
千
円
で
す
。

お
互
い
に
手
を
つ
な
い
で
助
け
合

5

精
神
は
家
庭
や
、
隣
人
の
聞
か
ら
始

ま
り
時
代
と
共
に
、
す
べ
て
の
国
民
が

社
会
人
と
し
て
の
善
意
を
ょ
せ
合
い

社
会
の
福
祉
を
、
お
し
進
め
よ
う
と
す

る
運
動
に
発
展
し
ま
し
た
。
と
れ
が
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に

も
恵
ま
れ
な
い
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

あ
な
た
の
ま
ご
こ
ろ
の
と
も
っ
た

あ
た
た
か
い
手
を
さ
し
の
べ
て
〈
だ
さ

'ν 

米

寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
一
ま
す

新

江

ナ

カ

高

田

y
ワ

梅

木

ナ

ミ

沢

井

ツ

ヤ

穂

積

フ

ジ

エ

富

永

ト

ク

エ

菊

地

サ

ダ

菊

地

喜

助

大

田

y
ヱ

(
沖
浦
)

(
櫛
生
)

(
櫛
生
」

(
櫛
生
)

(
出
海
)

(
下
須
戒
)

(
穂
積
)

(
豊
茂
)

(
老
人
ホ
i
ム
)

じ
で
、
議
会
の
桟
様
が
聞
け
る
な
ん
で

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
ね
。

私
は
、
あ
の
町
議
会
の
録
音
放
送
が

始
ま
る
と
、
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

っ
て
、
家
中
で
聞
い
て
い
ま
す
。

議
会
傍
応
で
す
と
、
派
一
中
で
、
休
憩
な

ど
が
あ
っ
て
、
時
間
的
に
空
白
が
で
ま

す
が
、
録
音
放
送
で
す
と
、
そ
の
空
白

が
な
く
、
次
々
と
進
行
し
て
ゆ
く
の
で

聞
い
て
い
て
気
持
が
い
い
で
す
ね
」
と
。

自
分
違
の
町
の
政
治
が
ど
う
行
な
わ

れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
深
い
関

心
を
も
っ
て
、
「
よ
く
知
り
、
よ
く
理

解
し
、
積
極
的
に
町
づ
く
り
に
協
力
し

ょ

5
0
」
と
い
う
ム

1
ド
で
、
-
ば
い

で
す
。こ

の
「
町
議
会
の
録
音
放
送
」
は
、

町
議
会
の
‘
積
極
的
な
ご
協
力
が
い
た

れ適地はの避あ人然四
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埋立工事は目下 80;;ぢ程度の進捗でとれと並行して

排水工事境界線工事も急ピッチで進められている。
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